
〈協働での相互評価〉
７年生：技術 「身の回りの製品にはどのような工夫があるのか？」

１時間の授業で、使用した機能は、以下の通りです。
【授業前】タイピング練習（寿司打）、ミニトマトの栽培記録［スライド］の確認（グループ）、友達の見つけた
製品の工夫（スライド）へのコメント（グループ）、スライドでまとめ（個人）、フォームで振り返り（個人）

タブレットを「道具」として活用
できるので、授業のあらゆる場
面で使用することができます。

記録写真と、そこからの気づきを、同時
に保存することが容易なのもICTの特徴
です。

コメント機能を使うことで、容易にお互いの気
づきへのコメントをし、自分の見方を広げること
ができます。タブレットのメリットを生かすこと
で、効率よく学習を進め、思考したり表現したり
する学習に時間を割くことができます。


